
備　 考

項 目

特定財源の名称・金額

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 款

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 一般財源(e)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓
0

  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 0
  うち繰越分↓

0

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

　売上高の減少、原油高騰、災害等で経営の安定に支障を生じている中小企業者からの申請の提出を受
け、中小企業信用保険法に基づく認定要件を満たしていれば町が認定を行う認定事務。
　町の認定を受けた申請者は、金融機関及び徳島県保証協会の審査等を受け融資を受けることができ、
その資金繰りによって経営の安定を図ることができる。
○5号申請：売上の前年度比5％以上の減少がみられる指定された業種の中小企業を対象とし、認定を行
う。全国の経済状況により定期的に指定業種が見直される。
○4号申請：新型コロナウイルス感染症の発生のため売上の前年度比20％以上の減少がみられる中小事
業を対象とし認定を行う。新型コロナウイルス感染症の影響は未だ続いており、4号申請は、現在令和5年
6月30日まで延長されている。【指定期間】 令和2年2月18日～令和5年6月30日
伴走支援型特別保証制度についても、令和6年3月31日まで延長された。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

　経営の安定に支障を生じている事業者が融資を受けることにより、経営安定が図られている。
　新型コロナ感染症の影響は続き、事業者の経営状況が悪化し、認定機関の延長や、認定要領の緩和な
ど柔軟な措置等がとられ、速やかな認定処理が求められた。
　令和4年度は、5号申請3件、4号申請6件の認定を行った。

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

町内中小企業者 対 象 者

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　地元企業者への資金供給の円滑化を図る。

事業継続年数 事業開始年度 平成15年度

分野別施策 ３　工業の振興 所 属 長 山下 真広

主な施策 １　中小企業の経営力向上・強化 電話番号 79-5345

第２次
総合計画体系

政策目標 ３　にぎわいのあるまち 担当部署 産業課

根拠法令等

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 中小企業信用保険法認定事業 整理番号 1309-010

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


